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東洋文庫所蔵
“北京ウンドル王府モンゴル語文書記録帳写本”
の史料的可能性
The Historical Value of Handwritten Records from Prince Ündur's Beijing Office Held in the 
Toyo Bunko Library
ボルジギン･ブレンサイン B u r e n s a i n  B O R J I G I N
（滋賀県立大学助教授・本 COEアドヴァイザー）
＊本論は、2005年10月27日に東京外国語大学で開催された、東京外国語大学21世紀COEプロ
グラム「史資料ハブ地域文化拠点・在地固有文書班」第32回研究会における報告に加筆したも
のであり、平成17年度三菱財団の研究助成による研究成果の一部でもある。
1.　はじめに
　モンゴル史研究は前近代やその以前に限られず、近現代史研究においても当事者の言語である
モンゴル語による文字史料の欠如によって研究がなかなか進展できないという問題を抱えている。
とりわけ中国では清朝時代や中華民国時代に書かれたモンゴル文史料の多くが土地改革及び文化
大革命の嵐で意図的に破棄されることとなり、文字資料のみならずモンゴル語による他の重要文
化財も多く破壊された。例えば四九もあった内モンゴル地域のジャサク旗衙門の二百年以上にわ
たって蓄積されてきた档冊から系統的に残されているものは一つもなく、最も激しい変化に見舞
われた十八世紀以後の内モンゴルの歴史を語るうえで必要不可欠なモンゴル文の一次史料が欠如
し、唯一の頼りとなる漢文史料からはモンゴル人自身の立場を充分裏付けることができないとい
う状況が続いている。
　本稿が対象とする『北京ウンドル王府モンゴル語文書記録帳写本』
1
は二十世紀前半期において
内モンゴル東部地域の有力王公の一人であったウンドル（Ündur／温都爾）親王ヤンサンジャ
ブ（Yangsanjab／陽倉札布）が一九二〇年代に北京にあった自らの王府に滞在中各地に出した
モンゴル文書簡の写しであり、昭和九年に東洋文庫蔵書におさめられて今日に至っている。筆者
は博士論文を執筆していたころからこの文献の存在を知り、その内容の一部を博士論文に引用し
た。博士論文をもとに出版された拙著『近現代におけるモンゴル人農耕村落社会の形成』（風間
書房、二〇〇三年）はこの文献にはじめて言及した研究であるといえよう。
　しかし、当の内モンゴルや中国では決して見ることのできないこの写本を本格的に研究し、同
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王が北京に持つ王府の跡地及び彼の地元である内モンゴル自治区のホルチン（科爾沁）左翼中旗
で裏付け調査をし、その背景を明らかにして、文献全体の内容がモンゴル近現代史研究にどのよ
うな地位を占めるべきかを検討することは日本にわたって約一世紀近く経っているこの貴重な文
献にとっては先送りできない問題である。
2.　ウンドル王について
　ウンドル王ヤンサンジャブはジリム（哲里木）盟ホルチン左翼中旗（ダルハン／達爾罕旗）
の閑散親王である。一九一三年に輔国公に封じられ、一九一五年に大総統府翊衛副使をつとめ、
一九一八年には翊衛使をつとめる。一九一九年には鎮国公に昇進し、一九二〇年にウンドル親王
の爵位を世襲した。そのほか、一九二一年にはジリム盟の盟務幇辦をつとめる。「満洲事変」勃
発後、奉天在住のホルチン左翼中旗ジャサク（JaSag／札薩克）のナムジルセレン（Namjilsureng
／那木吉勒舎楞）が日本との協力を拒み北京へ脱がれたのと対照的に、北京在住のヤンサンジャ
ブは急遽故郷に戻り、関東軍の本庄司令官に請願書を送って、日本の内モンゴル支配に関して献
策している
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。そして旗の代理ジャサクとなり、一九三二年八月には旗長に就任し、一九三七年
五月に旗長職を退いた。満洲国期には宮内府顧問官などをつとめ、一九四二年五月に長春で病没
した。
　清朝時代の内モンゴルは六盟四九のジャサク旗があった。ウンドル王は内モンゴル六盟の一つ
であるジリム盟ホルチン左翼中旗の閑散王公である。
　清朝時代において、モンゴルのどの旗にも旗長に当たるジャサクが一人おかれていた。大体の
場合、その旗において爵位がもっとも高い王公がジャサクになっていることが多いが、しかし、
旗によってジャサクと同様に高い爵位を持っている王公が何人もいる場合があり、いわば具体的
な行政権限を持たないという意味で、彼らを通常閑散王公と呼ぶようになった。
　ホルチン左翼中旗の場合は、清朝初期における旗設立当初、ジャサクのダルハン王以外にも残
りの兄弟三人が清朝皇帝からそれぞれ高い爵位をもらって、各々の遊牧する領地と王府を同旗
内に持ち、それぞれのハリヤト（QariyatU／属民）を所有していた。各王公が領有していた牧
地の境界をはっきり記した記録はいまだに見当たらないが（もともと文書にしたものはなかっ
た可能性が大きい）、後の土地開墾のさいに起きた各王公間の土地争いを記録した文献から見る
と、ダルハン王に直属するイスン･ゲル･ノトク（Yisün ger nutuG／九分座落又は九家子努図克）、
ジョリクト（JoriGtu／卓里克図）王一族とその所属のハリヤトが住むドルベン･ゲル･ノトク
（DOrben ger nutuG／四分座落又は四家子努図克）、ウンドル王一族と所属のハリヤトが住むタブ
ン･ゲル･ノトク（Tabun ger nutuG／五分座落又は五家子努図克）、チャガン貝勒（CaGan Beile
／察汗貝勒）一族と所属のハリヤトが住むドロ－ン･ゲル･ノトク（DoluGan ger nutuG／七分座
落又は七家子努図克）などのような習慣上の呼び分けがあり、事実上各王公は一定の領地を有し
ていた
3
。
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　しかし、閑散王公がそれぞれ王府を持っていたとはいえ、その王府が持つ機能と旗ジャサク衙
門が持つ機能との間に果たしてどのような違いがあったのか、今一つはっきりしないところがあ
る。とにかく旗全体を仕切る行政権限を持たなくとも閑散王公たちはそれぞれが持つ財力の範囲
内で旗内はもちろん、北京など清朝の朝廷にまで深いつながりを持ち、絶大な勢力を振るってい
たことは確かである。ウンドル王は正にそうした勢力を持つ閑散王公の一人であった。
　ウンドル王は民国五（一九一五）年に大総統府翊衛副使をつとめるため北京に赴き、安定門内
に王府を構えた。その後彼はほぼ毎年の半分を北京で過ごすようにしていた。したがって、本文
献では同王が北京に滞在していた半年分の書簡のみが記録されており、旗の王府から出された書
簡は含まれていない。
　清末～民国期におけるモンゴル王公の文書管理制度としては、各王府に記録係りとしてビチグ
チという職が置かれている。彼らが各地に出す書簡や受取る書簡の写しを一部か数部を書き残す
ことが通常であったと考えられる。
　ウンドル王は「満洲事変」以後東北に戻って、亡くなるまで再び北京に戻ることはなかったと
思われる。『北京ウンドル王府モンゴル語文書記録帳写本』はその間に北京の王府の留守を任さ
れていた者たちによって流出したものと考えられるが
4
、詳しい経緯は今後の調査によって明ら
かにされるであろう。　
3.　文献の概要
　一九六四年に東洋文庫とTHE UNIVERSITY OF WASHINGTON PRESSから発行された
『CATALOGUE OF THE MANCHU-MONGOL SECTION OF THE TOYO BUNKO』
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には、モ
ンゴル語で書かれた著者不明の「公文書記録帳」のようなタイトルの文献がいくつかならんでい
る。昭和九年に東洋文庫に入庫したこのモンゴル語の文献はウンドル親王ヤンサンジャブの北京
における王府から出された公私書簡の記録帳である。
　このコレクションは次の内容によって構成されている。
① 　No221─原本タイトルなし、カタログタイトルは『公文書記録帳』である。ページ番号なし、
サイズは25.5×22cm。ただし内容からは民国十年の公文書記録帳だと推測される。内容や書
式は附表の〈表1〉─〈表4〉と同様で、主に旗王府の家臣、弟セレハワンジュルやダルハン
王、ジャンジャ・ホトクトらとの間に交わされた書簡である。
② 　No222─カタログタイトルは『中華民国十一年公文書重要書類記録帳』で全二冊ある。原
本タイトルは次の如くである。
　 　debter1：『dumdadu irgen ulus-un arban nigedUger on qara noqai jildU tamGatu bicig ba, iu 
jeng-iyer irkU,aliba yabuGulaqu irekU-yi temdeglegsen debter』
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　 　debter2：『dumdadu irgen ulus-un arban nigedUger on qara noqai jilUn qburun terigUn 
sarayin nigen-ece qoyisi iregsen yabuGuluGsan tobci debter』
　 と書かれており、ページ番号はなく、サイズは26×22.75cmである。これは文書の内容の写
しではなく、何時、誰にどのような内容の文書を出したかとする書簡の要約である。
　
③ 　No224─カタログタイトルは『中華民国十四年以降公文書記録帳』で全二冊ある。原本の
タイトルは以下のようである。
　 　debter1：『dumdadu irgen ulus-un arban dOrbedUger on kOkegcin Uker jilUn qabur-un terigUn 
saraca qoyisi yabuGuluGsan  ......  -yin dangsa debter』
　　debter2：タイトルなし。
　 　附表〈表3〉と〈表4〉はその全容である。ページ番号なし、サイズは25.5×22.25cmあり、
上下二巻に分けられており、全部で一〇八通の書簡が収録されている。
④ 　No225─カタログタイトルは『出納帳』である。年代不明、サイズは26×22.75cmあり、
買い物リストや金銭の数字を記録してのみである。
⑤ 　No226─カタログタイトルが『日用帳本』である。原本のタイトルは次のように書かれて
いる。
　 　『dumdadu irgen ulus-un tabudugar on-u ebUlUn segUl sar-a-yin ekilejU temdeglegsen 
dangsa』
　　ページ番号はなし、サイズは26×22.35cmあり、買い物リストや金銭の記録である。
⑥ 　No227─カタログタイトルは『北京旅程出納帳』である。原本のタイトルは以下のように
書かれている。
　 　『irgen ulus-un dOrbedUger on: kOke bar-a jilUn arban nigen sararyin sineyin jirGuGan-u 
edUr-e. beyise noyan-tan neyislel-dU. alban-a morilaqui-dur. aliba jaruju keregsegsen-i 
temdeglegsen anu』
　 　当時まだ貝子の爵位にいたヤンサンジャブが中華民国四年十一月に北京総統府の小職に就く
ために故郷を発って、北京までの途中使った諸費用を記録したものである。
⑦　No228─カタログタイトルは『公私書翰』である。原本のタイトルは次のようになっている。
　 　『dumdadu irgen ulus-un arban qoyaduGar GurbaduGar on qaraGcin Gaqai kOke quluGan-a 
[sic] jilUn qaburun terigUn saraca alban ba . nayiri-yin [sic] yabuGulugsan bicig-Ud-Un dangsa 
debter』
　 　附表の〈表1〉と〈表2〉がそれに当たる。中華民国十二年十三年に二年間にわたって出さ
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れた一八四通の書簡が連続の形で収録されている。ページ番号なし、サイズは25.5×22cmで
ある。  
⑧　No229─カタログタイトルは『日記』である。原本のタイトルは次の通りである。
　 　『dumdadu irgen ulus-un arban nigedUger on qar-a noqai jilUn qaburun terigUn sarayin 
sineyin naiman-a ...... dangsa:』
　 　ページ番号なし、サイズは25.2×22cmである。主として家臣たちが記録した日常の出来事
の簡単な記録帳である。例えば王は今日総統府に出掛けたとか、王府にどんなお客様が来訪し
たとかについて記録されている。
　本稿ではコレクションの中から③と⑦の内容を〈表1〉～〈表4〉のように附表としてまとめ
るに留まったが、残りの部分の内容についても順次詳細に公表していきたい。
4.　書簡の内容について
　『北京ウンドル王府モンゴル語文書記録帳写本』の内容からは概ね下記のような歴史的事実を
割り出すことができるのではないかと考える。
1.　中華民国期における内モンゴル東部地域のモンゴル旗の旗内事情をいくつかの側面か
　  ら窺うことができよう。
①旗内モンゴル人が耕していたボルバソン＝タリヤー（熟地）の実態について
　これについては既に一部引用しており
6
、〈表1〉から〈表4〉までの家臣たちとのやりとりのな
かで、この問題について多く触れている。そのうち、ボルバソン・タリヤー（熟地）について触
れられているある書簡の一部を紹介することにしたい。
 Sidgegci da vang noyan-u bicig ，bayidan-u da、terigUlen tUsimed tan-du ilegebe．
 jarlan daGudaju iregUlen bayicaGan asaGuju todurqailaGad qoyisi medegUlUn iregUlkU 
ucir ，edUge qariyatu manju er-e sayindelger-un irejU medegUlUgsen anu，ene jun-u 
dumda saryin arban keden-u Uyes bile、edUr-yi umartaba，da kiy-a danbu jalan jalfUnG-a 
tan man-u ayil-dur ireged，erUke bUri-yin kUmun-Ud-yi daGudaju abciGad kelekU anu, 
edUge bidanar jasaG-un Gajaraca bayicaGalGan-a Garcu iregsen jakiraGci rasibaldan-luG-a 
qamtu tomilaGdaju Guyaci-bar irgecUd-tur Gajar tariy-a qudalduGsan ba danjilaGsad-i 
todurqayilan bayicaGaju bui tula ，tan-u beyes irgecUd-tu Gajar tariy-a danjilaGsan kUmun 
bayiqu buyu kemen asaGuqul-a，bidanar teyinkU irgecUd-tUr tariy-a danjilaGsan jUil Ugei, 
sayindelger bi OberUn tariGsaGar iregsen naiman edUrUn bolbasun tariy-a-ban irgen liU 
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luu ci-du edUr tutum qoriGad yuvan joGus-un Gar dUriyesU abcu tariGuluGsan，jici arban 
tabun edUrUn bolbasun tariy-a-ban urug-un oyir-a bolku irgen tian ma si-yi qorsiy-a 
pancing abcu namur-taGan adali qaGas qubiyarlaG-a dUriyesU abqu-bar tariGuluGsan-aca 
busu, Ober-e qosiGun-u Gajari Guyaci-bar danjilaGsan jUil Ugei kemen kelegsen-dU ......  
ba yuvai cu liU ri
（訳）判決者たる大王からの書、バイダンのダーをはじめとする家臣たちに宛てた。出頭
させて尋問し、明確にしてから折り返し報告するよう命じることは、ここで、所属の丁、
満州人サインデルゲルの報告によると、日付は忘れたが、確かにこの夏の中月（五月）の
十五日頃であったと思う。ダー・ヒャーであるダンボウ、ジャランのジャルプンガーは我
が村に来て、各戸の人々を呼び出していうのは、今我々はジャサクのところから巡査に出
かけたジャヒラクチ（管旗）であるラシバルダンと一緒に派遣されて、勝手に漢人に農地
を売ったり、典出したりした者を取り締まっている。あなたたちの中に、漢人に農地を
売ったり、典出した者はいるのかと聞くと、わたしどもはそのような漢人に典出したこと
はない。サイデルゲルの私は自分の耕してきた八日分（垧）のボロブソン＝タリヤー（熟
地）を漢人のリュウ　ロウ チーに一畝当たり二十余元の小租で耕してもらい、また十五
日分（垧）のボロブソン＝タリヤー（熟地）を婚姻関係を持つ親戚である漢人の田マシー 
を「傍青」として雇い、秋の収獲を山分けする約束で耕してもらっている以外に、その他、
旗の土地を勝手に典出したことはないと……               八月初六日
②所謂「白契」と呼ばれる一般モンゴル人の土地売買や招墾行為
　内モンゴル東部地域の農地化には官主導の蒙地開墾、モンゴル王公主導の私墾に大きく推され
た面があるが、一方では旗内の土地の複雑な在り方に乗じて一般モンゴル人や中堅役人による土
地の密売や小規模な招墾─つまり個人レベルで漢人を招き佃戸とすること─が横行していた。〈表
1〉の書簡No3、No9、No37、No47、No48、No91、〈表2〉のNo39、No42、〈表3〉のNo19、
No21、No22、No44、No46、No47、No54、No59、No62、〈表4〉の三九通の書簡のうち実に
十六通がこのような漢人佃戸の密入問題に係わる内容である。モンゴル人は招墾してきた漢人佃
戸に、「白契」と呼ばれる勝手な土地執照を与え、漢人佃戸がそれを以てモンゴル旗内における
居住権、農地占有権を獲得するというのがその被害である。
③旗と旗の間の境界線問題、旗内閑散王公同士の領有地の境界線問題に関する記述
　旗間、ソム（Somu／蘇木）間、ガチャー（гacaG-a／嘎査）間の境界線問題は内モンゴル地
域では現在も大きな社会問題となっている。二十世紀に入ると清朝の初期ころに境界線として制
定したオボーは既に形が見えなくなり、開墾する度に大きな問題となって浮上していた。ホルチ
ン左翼中旗の場合は〈表4〉のNo14、No44などのように、ホルチン左翼後旗（博王旗）との間
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の境界線問題を明確にする必要があった。閑散王公同士の領有地問題は隣接するドルベンゲル・
ノトクとドローン・ゲル・ノトクとの境界線がしばしば議題にあがっていた（〈表1〉のNo8、
〈表2〉のNo19、No57、No68など）。
④ 漢人の密入をめぐってモンゴル旗と隣接する諸県との間に存在する対立、東北軍閥当局の要人
との間の癒着関係
　従来、こうした対立や癒着はほとんど省や県側から出された文書史料を利用して裏付けてきた
が、当文献では、モンゴル旗側からの視点が反映されている。例えば、密入漢人に対して取り
締まりを行う旗側の行動を省、県側は逆に利用し、密入漢人を認めてもらおうと圧力をかける
（〈表4〉No26）。またウンドル王の軍隊に武器弾薬を提供する代わりに旗から土地を要求する
（〈表3〉No55、No57）こともある。例えば呉俊陞の部下がホルチン左翼中旗内で墓地を獲得し
ようとした時、その権勢に反抗できずやむなく、土地を与えるなどということがあった（〈表3〉
No11）。
2.　駐京モンゴル王公界の諸問題
　まず、北京における内モンゴル建省論への抵抗運動があったことが記録されている。この部分
は内モンゴル近現代史全体に係わる問題である。建省論は清末から提唱されはじめた内モンゴ
ル改造論だが、民国期にどのように議論されてきたのかは不明であった。本文献は部分的ではあ
るが、ジョウオド（Joo uda／昭烏達）盟、ジョスト（Jüstü／卓斯図）盟両盟のモンゴル王公
が漢人の建省論に同調的で、残りの四盟がそれに反対していたことがあった。しかもこの反対運
動の中心的な役割がウンドル王によって担われていたような雰囲気が窺われる（例えば〈表1〉
No2、No18）。そこから在京モンゴル王公の活動やいわゆる議会闘争の実態も有る程度伺われる。
それ以外に、駐京王公間の社交関係についても詳しいやり取りが見られる。
3.　内モンゴル王公とチベット佛教界との関係
　ウンドル王本人は内モンゴル仏教界の重鎮ジャンジャ・ホトクトとの間に密接な関係を持って
いる以外、ダライ・ラマ－や時の九世パンチャン・ラマとの間にも直接、間接的なつながりを
持っていた。これについての研究もあるが
7
、書簡のうち二点紹介することにしたい。
（1）ジャンジャ・ホトクトからウンドル王に当てた書簡
【原本】YUn Ciyou wang ye tan-u amuri erimU, ene tuqai qarqan qaGucin sin-e qoyar jilUn 
jabsar-a oyir-a boluGsan-a alban ba UberUn kU alibasu ucir sedkil-Un eteged jUbsiyemer 
amuGulang amui j-a. duraddun sanaGulju negUlgekU ucir, urjidur fu xeo tang-du aGuljin 
kelelcegsen-dU, bancin erdeni yi uGtan jalar-a ecikUy-e wang ye tan, ii wei cU-ece dUrben 
noyan nemelen man-u qamtu, tai yuan fu-dur yabuGulmui kemegsen tula, bodubasu ce san 
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ye tan edUge nadur qabsurun ban gong cU-yin alban-i erkilejU bui-yin tula, ene udaG-a-yin 
alban-a daGaGulsuGai kememU. oldaqula wang ye tan-u nemelekU noyad-un toG-a-du yang 
wang ye, ce san ye tai qoyaGula-yi oruGulun nemelejU GarGabasu nigen ner-e-ber qoyar 
tus-a bUrin-e bolju, minu bey-e-ber UlU kUrkU Gajar-a tUlUgelen orulaju alibasu-dur jUblen 
qabsurGaquy-a maxi dUkUm bolqu-yi GarGaju dur (a) dqar-a 
                   janggiy-a qutuGtu yosulabai    tamaG-a   
【訳文】YUn Ciyou 王爺にご挨拶を申しあげます。この度、間もなく暮れが近づいてきた
ところ、あらゆるご公務とご私事が順調で平安にお過しのことと存じます。お知らせ致
しますことは、一昨日Fu xeo tangでお会いして話した時、王爺殿（グンサンノルブ－筆
者）は、パンチェン・エルデニをお迎えに行く際、Ii wei cUから四人のノヤンを増派し、
私たちとともに太原に同行させると言ったので、Če san yeさまは現在私を補佐して辧公
処で公務についているので今回の公務に従わせようと思います。もしできれば王爺殿が増
派するノヤンの数にYang王爺とČe san yeのお二人を加え入れて派遣するならば、一つ
の口実で二つのことを果たせることができ、私自身が及べないところに私を代表して代理
とし、万事を相談し、補佐させるのに便利であるということをお伝えするために
                 ジャンジャ・ホトクトが認めました　　   印     
（2）ダライ・ラマ－の使者に関してダルハン王に宛てた書簡（一部）
【原文】MungqaG degUU Yang ber，UrusiyeltU wang aq-a tan-u amuri erimU......ulamjilan 
sanaGulju tolilaGulqu ucir，urida jil, dalai lam-a-yin emUnece tomilaGdan neyislel-dU 
iregsen dotur-a sidar jaruGdaqu JAMBA gegci ebUgen tUbed quwaraG luG-a degUU bi 
kedUyin aGuljaju tanilcaGsan bUlUge. |nU mUn tUbed JAMBA degUU nadaluG-a aGuljin 
Guyun kelekU anu, Minu bey-e dorun-a jUg-Un olan sUsUgten Uglige-yin ejin-Ud, dalai 
lam-a tan-a ergUgsen kedUn ayimaG neyilen tUmen lang siqam-un mUnggU joGus-i 
quriyar-a, tUbed, mongGul, irgen kele-ber bicigsen itegemjilen qadmalaqu tamaGatu 
bicigtei tomilaGdan Garcu ireged, ene qoyar jil aru UbUr iyer gesUjU eyinkU ergUlte 
mUnggUn-i quriyaquy-a, caG-un qabsiGai-dur tokiyaldun demei bUtUmji Ugei bui amui, 
Garcu irekU tuqai,dalai lam-a tan-a jakiyalaGsan anu, edeger ergUlte mUnggUn-i quriyaGad 
neyislel qotan-aca eldeb keregten olan jUilUn yaGum-a abciraGtun kemegsen bUlUge, 
gebecU mayimai-u jUil-i neliyed olju kilgen bUtUgegsen gebecU, odu ene ebUl-degen 
bucaju yabuy-a gekUle, mUnggU joGus keregsekU-dUr Uneker tUlberden, sanabasu darqan 
wang noyan tan juu-yin orun-a UiledkU buyan-u joGus-aca egUber nigen qoyar tUmen 
yuwan jigelen jaruGad, kejiy-e buyan UileddUr-e ecigsen kiritU tegUber, boGda-yin sang-
aca toG-a yosuGar UgkU anu osuldul Ugei, gebecU aGuljaju tanilcaGsan Ugei tula, ulamjilan 
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nebteregUljU kelekUy-e berke, kedUyiber minu bey-e-dU itegemjilekU temdegtU bicig bui 
bolbacu, wang ye tan dalai blam-a tan-a tus (a) Gar bicig bariGulju JAMBA gegci-dU 
kedUi mUnggU jigelen UgcU bolqu buyu kemen jisijU qoyisi jakidal iregsen kiritU joGus-i 
tusiyabacu bolqu bUged, esekUle JAMBA nadur bicig qayirlan ulamjilen jixilen ayilad (u) 
Gulju siGud wang ye tan-a qariGu jakidal iregUljU basakU bolumui kemen GuyucilaGsan 
ucari GarGaju tolilamu......
【訳文】愚弟Yangより寛大な王兄にご挨拶を申しあげます。（中略）お伝えしてお考え頂
きたい件。先年、ダライ・ラマーに任命され都にきた側近の Jambaという年配のチベッ
ト僧と弟である私は何回か会って知り合いました。今このチベット人 Jambaが弟である
私に請願していうには、私は、東方の多くの信者たち施主たちからダライ・ラマーさまに
捧げた、諸盟合わせて一万両近くの金銭を回収するために、チベット・モンゴル・漢の三
種類の言語で書かれた、押印のある信用書を持って派遣されてきて、この二年間、内外モ
ンゴルを旅しこの布施された金銭を回収してきましたが、時の混乱に逢いそれほど順調に
進んでいません。派遣される際、ダライ・ラマーさまが命じたことは、これらの布施され
たお金を回収して、都から色々な必需品を買ってくるようにとおっしゃいました。しか
し、買い物はかなり買い付け色々作らせたが、今、この冬に帰還しようとしているが、金
銭を使うことがためらわれ、思うに、ダルハン王様がジョーの地（チベット）に捧げよう
としている布施金から一、二万元を借りて、いつか功徳を行うためにいらっしゃるとき
に、ボクトの倉からその額をお返しすることはまちがいありません。しかし、面識がない
ので、お伝えしづらいところがあります。如何に私に信用書があるといえども、王爺様は
ダライ・ラマー様に別個に書簡を送り、Jambaたる者にいくら金を貸してもよいかと見積
もっておいて、のちに手紙が来た際に、金を渡してもよいだろう。又は（ダルハン王が）
Jamba私にお手紙を下さり、（私がダライ・ラマーに）お伝えし見積もらせ、直接王爺様
に返事を来させてもよい、とお願いしたことをお考え下さい。
5.　おわりに
　『北京ウンドル王府モンゴル語文書記録帳写本』にはこれ以外にも多くの情報が含まれている。
例えば内モンゴル東部の各旗と北京間の経済、通信、物流関係が書簡のやり取りの中から読み取
ることができる。また、書簡はホルチン方言で書かれ、うち人名や地名などは満洲語で表記し、
漢語の語彙の混用が目立つのである。
　ウンドル王の文書から、農地化にさらされ、後ろ盾である清朝の崩壊によって、そしてモンゴ
ル王公の特権が徐々に廃止されていく民国時代における一人のモンゴル王家の没落の姿が浮き彫
りにされている。何よりも、王家の財政状況からも、この時期にモンゴル旗が直面していた各種
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の問題は、清朝時代の旧体制のままでは抱えきれない状況に追い込まれ、旗自体が存続の危機さ
らされていたことが窺われる。
［注］
1 このタイトルは筆者がこの文献を利用し始めた時から便宜上付けたものであり、もともとか
らあったタイトルではない。
2 片倉衰「満洲事変機密攻略日誌」、小林龍夫：島田俊彦（1962）、ページ223-225。 
3 ボルジギン･ブレンサイン『近現代におけるモンゴル人農耕村落社会の形成』風間書房、2003
年。
4 ウンドル王の実弟スレハワンジュル（二貝子と呼ばれることが多い）の長男博爾済吉特・温
都爾涅夫の回想「達爾罕王生平事略」（『内蒙古近現代王公録』内蒙古文史資料第三十二輯、中
国人民政治協商会議内蒙古自治区委員会文史資料委員会編、1988、pp30～ 49）によると、「満
洲事変」以後、反日派であったダルハン王の北京王府の関係者たちの多くも旗にもどったと
いう。これから見ると、親日派であったウンドル王の北京にいた関係者のほとんどが旗にも
どったことも容易に推測されよう。
5 NICHOLAS POPPE、LEON HURVITZとHIDEHIRO OKADAによって編輯された。
6 ボルジギン･ブレンサイン『近現代におけるモンゴル人農耕村落社会の形成』風間書房、2003
年
7 ボルジギン･ブレンサイン「九世パンチェン＝エルデニの東部内モンゴル歴訪と奉天当局の対
応─モンゴル、チベット、中国三者関係の構造をめぐる事例研究として─」『日本モンゴル
学会紀要』第31号2001年4月。
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【附表】
〈表1〉『 dumdadu irgen ulus-un arban qoyaduGar GurbaduGar on qaraGcin Gaqai kOke quluGan-a [sic] jilUn 
qaburun terigUn saraca alban ba . nayiri-yin [sic] yabuGulugsan bicig-Ud-Un dangsa debter』「⑦
No228」
　　　　　　　中華民国十二年、十三年公文書記録帳【公私書翰】（上巻：民国十二年分）
No 発信日 発信者 宛先 内容要略
1 1､4 ウンドル王 ジャンジャ・ホトクト お正月の挨拶、軍事情勢及び時の話題に関する報告
2 1､3 々 チメドセンピル？ 中華民国の衆参両院にいる内モンゴル籍議員が国会に共同
議案を提出することに関して
3 1､7 々 ダルハン王 旗土地局の元責任者が旗地を漢人に勝手に売買したことに
関して
4 1､7 々 家臣たち 旗の王府にある現金6千圓を別の人に融資するように、と
する指示
5 1､7 セレハワンジュル 家臣たち 旗から北京に送られてきた小包を受け取ったとする返信
6 1､15 ウンドル王 慧豊寺のゲゲン 新年の挨拶、寺院の修繕工事、宗教行事などに関して
7 1､15 々 家臣たち 収支に関する年度報告の提出遅れを批判し、催促した
8 1､17 々 家臣たち タブン・ゲル･ノトクとドルベン・ゲル・ノトクの境界を
調査するようにとする命令
9 1､19 々 家臣たち 双山県との境に密入した数百戸の漢人にどう対処するかに
関する意見
10 1､19 々 家臣たち 慧豊寺の修繕工事及びその完成を祝う行事に関する意見
11 1､19 々 家臣たち 慧豊寺修繕のため北京で造ってもらった（仏事用）器具の
費用に至急4千圓の仕送りをするようにとする内容
12 1､23 々 ダルハン王 チベットに布施を捧げることに関する意見
13 1､23 々 侍衛サンブ 壊した陶器、食器などを弁償することに関する意見
14 1､24 々 巡辺局の責任者 罰金250圓を北京に送金することに関する命令
15 1､25 々 ジャサク・カンブ？ 北京滞在中にお会できなかったことに関するお詫び
16 1､27 々 姉と兄
（トメド左翼旗？）
家出した甥チュワンサンの行方に関して
17 1､27 々 不明 ドロンノールの黄寺にいた甥チュワンサンを北京に呼び戻
すようにとする命令
18 2､2 々 シリンゴル盟長？ 内モンゴルの盟を省にしようとする動きを牽制することに
関する相談
19 2､3 々 ダルハン王 シルクを売った3千圓をどう使ったかに関する報告
20 2､8 々 家臣たち 皇帝から授かった各種の称号をジャサク衙門に報告するよ
うにとする命令
21 2､8 々 家臣たち 3月に帰郷するので王府の大門、モンゴルゲルなどを修繕
しておくようにとする命令
22 2､11 々 蒙蔵委員会 北京郊外で造ってもらった仏事器具が入城時に課税対象と
なったことに関する抗議文
23 2､11 ウンドル王、
dOrbed旗の貝子
urtunasutu
bingtU親王
dambadorji
グンサンノルブ？ 中華民国以来多くの功績をたてたダライ貝子に対して報奨
するよう請願した
24 2､13 ウンドル王 ジャンジャ・ホトクト 現勢に関する報告、ジリムなど三盟の議員が両院に嘆願書
を提出した、外出を控えようなどとする内容
25 2､13 々 ラマたる弟に？ 慧豊寺の修繕を祝う行事に関して
26 2､18 々 姉と兄
（トメド左翼旗？）
甥チュワンサンがドロンノールで病気にかかったため、回
復後呼び戻すとする内容
27 2､22 々 家臣たち 慧豊寺の祝賀行事に各界から費用を徴収するようにとする
命令
28 2､24 々 家臣たち 青海から来たラマから線香を買った、それをしっかり保存
するようとする知らせ
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No 発信日 発信者 宛先 内容要略
29 2､26 々 家臣たち 旗から送られてきた現金と小包が届いた
30 2､16 セレハワンジュル 家臣ウルジデルゲル 300圓を北京に至急送金するようにとする命令
31 3､1 ウンドル王 弟ホテイン 帰途の安否を尋ねた
32 3､9 々 ジャンジャ・ホトクト 旗のあるホビルガンを転生させ、寺院を建て直すことに関
する報告
33 3､10 々 五台山のダー・ラマ お経を書いてもらうための願い
34 3､11 cirindondUb
crinsangrUb
crinOirUb、
crinjamSu　？
ジャンジャ・ホトクト 定例のご挨拶
35 3､13 ウンドル王 侍衛のサンブ 甥チュワンサンを北京に連れ戻すようにとする命令
36 3､13 々 ドロンノールのジャン
ジャ・ホトクト所属寺
院の管理者
侍衛のサンブに協力して甥チュワンサンを北京に帰らせる
ようにとするお願い
37 3､15 々 弟のホテインと
ソンサン
所属地局と隣接する遼源県との土地問題を巡る摩擦に関す
る相談
38 3､16 々 チメドセンピル 内モンゴルの各盟、旗を省、県に変える動きをどう牽制す
るかに関する相談
39 3､21 々 弟ホテイン 洮遼站荒をめぐってジャサクと鉄道局との関係について、
まだ管轄土地をめぐる問題
40 3､21 々 家臣たち 北京の侍衛サンブが帰途で浪費し、陶器も壊したので厳罰
するようにとする命令
41 3､22 々 家臣たち 壊れたモンゴルゲルをどう修繕するかに関する指示
42 3､3 々 イヘジョー盟長協理
リンチン
包頭の絨毯工場で造ってもらった品物に関する相談
43 3､23 ウンドル王 姉と兄
（トメド左翼旗？）
甥チュワンサンの近況に関する報告
44 3､25 々 ジャンデル廟のラマ ジャンバサンブ・ラマの転生を選定するために学童を捜す
ようにとする意見
45 3､28 々 弟ホテイン ジャンジャ・ホトクトの命令によって帰郷を数日遅らせる
とする知らせ
46 3､29 々 弟セルハワンジュル 家臣たちが怠慢して漢人を速やかに追い出さなかったこと
を批判した内容
47 3､29 々 家臣たち 洪水で境界線が不明となった農地を帰郷後古い帳簿で確認
するとする命令
48 3､29 々 兄のジンユン アラルウン・タラーの農地紛争を帰郷後解決するので待つ
ようにとする内容
49 3､29 々 家臣リンチン 大門などの修繕に関する指示
50 4､2 々 姉と兄
（トメド左翼旗？）
姉の死去に追悼に意を表し、甥チュワンサンの近況に関す
る報告
51 4､7 々 ホビルガン・マーマ？ 北京で買うとしたものは全部買って送ったとする内容
52 4､8 々 弟ホテイン 帰郷の準備、日程など
53 4､8 々 ジャンジャ・ホトクト 24日に帰郷することになったとする報告
54 4､15 々 二人の弟に ジャンブル・ゲゲンを遼源で暖かく迎えるようにとする指
示
55 4､16 々 慧豊寺？ 各種の布施品を捧げたリストなど
56 4､22 々 弟ホテイン 帰郷に関して、信者を保護するために軍を配備するようと
する指示
57 4､22 々 家臣たち 24日に北京を出発し、25日にムグデン（奉天）に着く、
そこで迎えるようにとする指示
58 4､25 々 ジャンジャ・ホトクト 各種の会計報告、帰郷に関して、北京の情勢、給料の滞納
などに関する報告
4月25日から10月8日まで故郷のホルチン左翼中旗滞在
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59 10､8 ウンドル王 弟セレハワンジュル 10月6日に奉天を出発して8日に北京に着いた。ダルハン
王の長女の婚礼に500圓を差し上げるようにとする内容
60 10､10 々 弟セレハワンジュル 北京の王府を修繕するために送金するようにとする命令
61 10､10 々 医者のウリトバヤル 五台山で造らせた仏像が出来あがった。500圓を以て上京
するようにとする指示
62 10､3 々 ダルハン王 張作霖に借金があるため、一部の土地を売却したいと申請
した内容
63 10､5 々 家臣たち 上記の申請をダルハン王が許可した。売却予定の土地を測
量して北京に送るようとする命令
64 10､5 々 姉と兄
（トメド左翼旗？）
定例の挨拶
65 10､5 々 孫娘のサンゲーゲ？ ダルハン王の長女がそちらに嫁いだので、助け合うように
とする内容
66 10､15 々 西ホチド旗の協理ユル
ジン
北京の情勢を報告し、建省論を牽制するために歩調を合わ
せたいとする内容
67 10､16 々 家臣たち 我旗に馬が少ないので、馬が欲しいとする張作霖の要求を
断るようにとする指示
68 10､19 々 シリンゴル盟長 北京において建省論を牽制するために共闘するよう呼びか
けた内容
69 10､21 々 ジャンジャ・ホトクト 北京情勢の報告、建省論をめぐる各盟の共闘状況など
70 10､24 々 家臣たち チベット僧のチャンサドが帳簿を隠して逃走したことに関
する内容
71 10､28 々 五台山のラビンバ僧 金銭の勘定
72 10､26 々 ジャサク衙門協理 ホタラービリゲト・スムの主事の世襲に関する内容
73 11､3 々 ダルハン王 天恵地局の張という漢人が廟地を勝手に売却したので調査
して欲しいとする願い
74 11､3 々
ダルハン王
四洮鉄路の敷設の際、タブン・ゲル･ノトク所属の二つの
山の石を採掘することに反対するよう協調し合おうとする
請願書
75 11､9 々 弟セレハワンジュル 北京で注文して造ってもらったものに関する報告
76 11､14 々 五台山のラビンバ僧 五台山で仏教行事用器具を注文した事に関して
77 11､14 々 家臣たち 北京に送金するようにとする命令
78 11､14 々 弟セルハワンジュル 慧豊寺に献上する絨毯を春先に包頭で造らせたいなどとす
る内容
79 11､？ 々 祈り文：五台山でマンソシリの仏像を造ってもらい、布施
をして、故郷や旗民の無事を祈った内容
80 11､20 々 家臣たち バー貝子の結婚式に招待されたが欠席する。お祝儀を済ま
せるようにとする指示
81 11､22 々 家臣たち 正月が近づいてきたが、俸給が支払われないので北京に千
圓を送金するようにとする指示
82 11､22 々 家臣たち チベット僧チャンサドの帳簿を調べよう。北京に送金する
よう、などとする内容
83 11､23 ウンドル王夫人 家臣たち チベット僧チャンサドの所持品を押収し、現金にして北京
に送るとき、奉天に寄って、ダルハン王の夫人に送ったも
のの代金をもらって来るようにとする指示
84 11､25 ウンドル王 家臣たち 手紙と2500圓の仕送りを受け取ったとする返信
85 11､25 々 弟セレハワンジュル 狩り物の毛皮などを沢山送ってくれたことに対する感謝
86 11､25 々 家臣たち 行方不明となった2人のチベット僧の所持品を全部換金し
て北京に送るように。それらは我々モンゴル人の真心の布
施である、などとする内容
87 12､4 ウンドル王 弟セレハワンジュル 送金を受け取った。近々ジャンジャ・ゲゲンが張家口にく
る
88 12､4 々 家臣たち 安墾局が徴収した一千石の糧の半分を売却し、半分残すよ
うにとする指示
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89 12､5 々 巡辺局の責任者 取り返しし切れでない貸与金を回収するよう、などとする
指示
90 12､15 々 弟セレハワンジュル ジャンジャ・ゲゲンを北京に迎えて来た。ジャンジャ・ゲ
ゲンから弟の生まれたばかりの息子に名前を授かった
91 12､18 々
弟セレハワンジュル
モンゴル人と漢人との紛争で亡くなったジャムセレンのた
めに裁判をする。漢人が旗内に特別局を設置していること
に関して注意を促した内容
92 12､20 々 シレート・ラマ 弟に息子が生まれたのでお祈りのため寺院に布施をする
93 12､20 々 家臣たち 医者ウリトバヤルにマハランバー称号を与えることに関す
る指示
94 12､22 々
弟セレハワンジュル
弟の息子にジャンジャ・ゲゲンがリンチンドルジという名
前を授かった。それを訳すとワチルイジュルトという、私
がワンジーという名前を与えよう、などとする内容
95 12､21 々 家臣たち 医者ウリトバヤルにマハランバー称号を与えた
96 12､22 々 ビチグチの
ドーロンガー
奉天を寄る際に、買ってきてもらいたいものがあるとする
内容
97 12､22 々 弟セレハワンジュル 挨拶、ジャンジャ・ゲゲンに名前を授かった事に関して
98 12､24 々 弟セレハワンジュル 二番目の姉がものをうりたいと、ダルハン王夫人が買うか
どうか訪ねてもらうようにとする内容
〈表2〉『 dumdadu irgen ulus-un arban qoyaduGar GurbaduGar on qaraGcin Gaqai kOke quluGan-a [sic] jilUn qaburun 
terigUn saraca alban ba . nayiri-yin [sic] yabuGulugsan bicig-Ud-Un dangsa debter』
　　　　　　　中華民国十二、十三年公文書記録帳【公私書翰】（下巻：民国十三年分）
No 発信日 発信者 宛先 内容概略
1 1､1 ウンドル王 シレート・ラマ お正月の挨拶
2 1､1 々 ダルハン王 お正月の挨拶
3 1､4 々 弟セレハワンジュル 強盗を逮捕してよかった、押収したものをどう分配するか
に関する意見
4 1､6 々 家臣たち 協理テゲシバヤルにもらった馬を北京に送るようにとする
命令
5 1､6 々 家臣たち 北京にくる使用人たちにものを持たせるようにとする命令
6 1､7 々 家臣たち 北京に馬を送るために南満鉄路局の主席と会って話すよう
にとする内容
7 1､11 々 家臣たち 福永地局の地租の数割を財政庁が回収するという動きを牽
制せよとする指示
8 1､11 々 局員グンシャンら 福昌地局の帳簿を省が調べる権限や規定はない。盟の命令
を優先すべきだとする内容
9 1､11 々 局員ワンチンら 福永地局の地租の数割を財政庁が徴収することには従うべ
からずとする指示
10 1､12 々 ウランチャブ盟長 曹昆が大総統に就任した後の情勢、建省論に反対するため
に共闘を呼びかけた内容
11 1､12 々 弟セレハワンジュル 注文した銅製品の質が悪いので再注文するとする内容
12 1､15 々 家臣たち 北京に到着した馬の足が悪い、旗にある数少ない馬の状態
が何故こんなに悪いのか、とする叱責
13 1､17 々 弟セレハワンジュル 北京で造ってもらったものを送った。家臣たちが馬の世話
に怠っていることに注意を喚起した
14 1､22 々 家臣たち 使用人の路費を送るようにとする指示
15 1､21 々 家臣たち 犯人を捕まえるように、自分の帰郷の可能性も示唆した内
容
16 1､22 々 弟セレハワンジュル 故郷から送られてきたものを受け取ったとする返信
17 1､22 々 弟のグン 日常の挨拶
18 1､23 々 シレート・ラマ シルク、供え物用の物質を送ったとする内容
19 1､23 々 弟セレハワンジュル ドローン・ゲル・ノトクとタブン・ゲル･ノトクの境界線
を明確にするようにとする指示
20 1､21 々 家臣たち 家臣たちの間の紛争の調停に関する内容
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21 1､24 々 ダルハン王 テゲシバヤルを許したのに、佐領ジュンナイを許さないの
は不公平だとする抗議
22 1､25 々 家臣たち 巡辺局の一年間の残高3400圓のうち2000圓を北京に送る
ようにとする指示
23 1､25 々 家臣たち 税金の徴収に関する指示
24 1､25 々 弟のグン 家臣たち、使用人たちに報奨を与えること、及びそのリス
ト
25 1､25 々 家臣たち 犯罪を厳しく取り締まり、公務を正す事に関する叱責
26 2､5 々 弟セレハワンジュル 張大帥の還暦をどう祝すか、自分は行けないので、弟に代
表してもらいたいとする内容
27 2､5 々 メイリンの
セデンドルジ
張大帥の還暦のため奉天にいくので、お金を以て奉天にく
るようにとする指示
28 2､9 々 メイリンの
セデンドルジ
ジャンジャ・ホトクトの父親が亡くなったので奉天にはい
けない
29 2､16 々 家臣たち 双山、遼源両県を省に告訴する文書をまずモンゴル語で作
成し、次に漢語に訳して両方を省に送るよう。ジャサク衙
門の印鑑を押してもらうことなどの内容
30 2､17 々 ホトクト・ラマ 注文のラバイ（海螺）を入手できなかった
31 2､17 ウンドル王 家臣たち 王府改築のために徴収する労働力は旧慣に従って行うこと
32 2､11 々 シリンゴル盟長 モンゴル王公の俸給は4年にわたって未払い。建省論をど
う反対するか。又議員改選には必ず自分の盟の代表を送る
ようにとする内容
33 2､22 々 家臣たち 北京に送金するように。チベット僧ロブサンスルデムの所
属の長が北京に来て待っている
34 2､22 々 家臣たち 巡辺局の残金を現大洋（民国の貨幣）に変えて北京に送る
ようにとする指示
35 2､23 々 弟のグン 旗からものを送るようにとする指示
36 2､26 々 家臣たち 北京では馬蹄の鉄が消耗するのが早い、より厚いものを送
るように
37 2､27 々 ダルハン王 布施を行うためにチベットに人員を派遣するには、蒙蔵委
員会、外交部、イギリス領事館などを通して船で行かせる
方法を相談
38 3､4 々 家臣たち 金銭のこと、その他日常のこと
39 3､13 々 ダルハン王 モンゴル人が漢人を密かに招き入れた問題、県が旗の利権
を侵害していること、漢人数百人が省に告訴している問題、
白契を廃止するように、などとする内容
40 3､13 々 ダルハン王 鉄道西部で設置したダルハン王の安墾局に対する抗議内容
41 3､12 々 ジャサク衙門 内容は上記と同様
42 3､18 々 巡辺局の責任者 農地紛争、局員一人一人の手を通してどれぐらいの農地が
売却されているかを明確にする
43 4､10 々 弟セレハワンジュル ジャンジャ・ホトクトがフルンボイルを歴訪する、帰途に
旗に招待したい。蒙蔵委員会が６盟の会議を開いたが、何
もしていない、ハラチン・トメド人が建省論を唱えている
などとする内容
44 4､12 々 シリンゴル盟長 蒙蔵委員会が6盟会議を開いた。イヘジョー盟代表はまだ
北京に到着していないとする内容
45 4､12 々 家臣たち メイリンのボイミンが亡くなった事で追悼することに関し
て
46 4､14 々 五台山のラビンバ僧 五台山で仏像を造るので便宜を請願した
47 4､15 々 家臣たち ジャンジャ・ホトクトが6月に我が旗に行くかもしれない、
用意するようにとする命令
48 4､16 々 家臣たち アルバトの統計、分家状況、10-18歳の子供を統計してこ
ちらに送って、彼らを蒙漢学校に行かせる
49 4､19 々 家臣たち 王府改築に必要な建築材料の調達に関して
50 4､19 々 ダルハン王 警察庁から告示が張り出された。ジャンジャ・ホトクトが
奉天に着くので必ず迎えに来るように
51 4､21 々 弟セレハワンジュル 北京で造った銅の鐘をジャンジャ・ホトクトの専用車で
送った。奉天から運んで帰るようにとする指示
52 4､23 々 家臣たち 銅鐘を満鉄の川田さんに会ってどう運んでいくかを相談す
るようにとする指示
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53 4､23 々 家臣たち 懐徳、梨樹二県の冬春の税金の該当分は受け取っただろう、
換金して、1000圓を北京に送るようにとする内容
54 4､23 々 弟のグン 日常の挨拶
55 4､25 々 巡辺局の責任者 軍隊の食糧をまかなうために漢人を招く時は必ず厳選する
ように
56 5､3 々 尊敬する王たる弟？ パンチェンが甘粛に来ていると聞いた。昭、卓両盟が漢人
の建省論に同調しているなどとする内容
57 5､4 々 弟セレハワンジュル タブン・ゲルとドローン・ゲル両ノトクとの境界を明確に
するように
58 5､9 々 シレート・ラマ フルンボイルにいるジャンジャ・ホトクトは帰途に我旗に
寄る事になった。康煕年に造られた青銅の鐘を送った、我
月末に帰郷する、などとする内容
59 5､11 々 弟のグン ジャンジャ・ホトクトは6月下旬に慧豊寺に行く、万全な
用意を期するとする内容
60 5､11 々 家臣たち 重さ1360斤ある青銅の鐘が鄭家屯に着いた。運んでいく
ように
61 5､12 々 ジャンジャ・ホトクト 政治状況、北京おけるモンゴル各盟会議、五台山の状況な
どを報告
62 5､17 々 医者ホトクト･ゲゲン 挨拶
63 5､17 々 ジャンジャ・ホトクト 近況報告
64 5､19 々 弟セルハワンジュル 北京で造られた仏像が出来上がったとする報告
65 5､21 々 家臣たち 新しい佃戸の数を詳細に調査して送るようにとする命令
66 5､23 々 シリンゴル盟長 北京における各盟会議について、パンチェンが蘭州に到達
した
67 5､26 々 ジャンジャ・ホトクト 北京の政治状況、6月上旬に帰郷する
68 6､3 々 弟セレハワンジュル タブン・ゲルとドローン・ゲル両ノトクとの境界線を解決
したのはよかった。家臣たちを奉天に迎えに来るように伝
えよう
69 6､5 々 家臣たち 北京から双套馬車を持っていく事になった。馬を用意する
ように
70 6､5 々 家臣たち 奉天からオウリ駅までの列車の手配をするように
71 6､15 々 トグワ・ホトクト ジャンジャ・ホトクトが蘭州にパンチェンを迎えに行く事
になった
72 6､15 々 弟セレハワンジュル 北京で雨が降り、又パンチェンが蘭州に来ている
73 6､15 々 家臣たち 帰郷の出発は遅れている。馬車などは一足先に送る
74 6､17 々 弟セレハワンジュル 北京で喧嘩になった、また連日雨が降り、出発が遅れてい
る
75 6､21 々 家臣たち 24日に奉天に着く。迎えに来るようにとする命令
76 6､24 々 家臣たち 26日に出発して、27日に奉天に一日滞在し、28にオウリ
駅に着く
6月26日から12月1日までホルチン左翼中旗滞在
77 12､5 々 家臣たち 12月1日にボクトゲゲンと一緒に北京に着いた
78 12､5 々 弟セレハワンジュル、
グン
帰京の途中天津で張総司令にあった。政治状況は変わりな
し
79 12､8 々 弟セレハワンジュル 鉄道の東方に匪賊が横行している。旗内で銃を集めるよう
に、張大帥がくれる銃は余ることはない
80 12､8 々 家臣たち 鄭家屯で羊が安いと聞いているので四頭の羊を郵便で送る
ように
81 12､9 々 家臣たち 4頭の羊、2頭の豚（肉）を麻袋に入れて北京に送るよう
に
82 12､10 々 弟セレハワンジュル 旗内に侵入した匪賊の行方、金銭のこと、北京の情勢など
について
83 12､11 々 ホチド旗ア貝勒 ジャンジャ・ゲゲンのダルハン旗訪問、奉直戦争、馮玉詳
が北京入りし段棋瑞が執権、東三盟が密議する、徳王の使
者が奉天に行ったなどとすることに関する相談
84 12､15 々 家臣たち 匪賊掃討戦に勇敢に戦ったので軍隊に一ヶ月分の報奨を与
えよう
史資料ハブ／南アジア・東アジア関係  史資料収集事業紹介
116
No 発信日 発信者 宛先 内容概略
85 12､15 々 家臣たち 北京に仕送りするよう
85 12､15 々 家臣たち 軍隊に対する報奨
〈表3〉：『 dumdadu irgen ulus-un arban dOrbedUger on kOkegcin Uker jilUn qabur-un terigUn saraca qoyisi 
yabuGuluGsan ...... -yin dangsa debter』「③No224」
　　　　　　　中華民国十四年公文書記録帳（上巻）
No 発信日 発信者 宛先 内容概要
1 1､1 ウンドル王 シレート・ラマ お正月の挨拶
2 1､1 々 弟セレハワンジュル お正月の挨拶
3 1､8 々 弟グン、叔父など お正月の挨拶
4 1､9 々 家臣たち 家の馬の世話をしっかりするようにとする指示
5 1､10 々 東バーリン王
ジャガル
ジョウオド盟の副盟長に就任したことに祝賀した
6 1､8 々 ダンバゲジレン廟のラ
マたち
廟に捧げる布施に関して
7 2､3 々 ジャンジャ・ホトクト 奉天での諸費用の処理問題
8 2､10 々 家臣たち 北京にものを郵送する事に関して
9 2､18 々 弟？ パンチェンに会うため北京に来るように
10 2､22 々 弟セレハワンジュル パンチェンに会うため北京に来るように
11 2､22 々 弟セレハワンジュル 呉督軍（俊陞）が部下の墓を旗に置きたいというが、それ
は旗地の風水を妨げるもので断るように
12 2､24 々 五台山のラビンバ僧 パンチェンの五台山行きの日程に関して
13 2､27 々 家臣たち 北京に送金するように
14 2､27 々 シレート・ラマ 毎日数百人のモンゴル人がパンチェンに会いにきている。
パンチェンの日程が不明なのでこの機にシレート・ラマが
北京に来ないか
15 2､28 々 家臣たち 南地地局の契約期間が終了した、所属の地局にするための
手続きを行うようにとする指示
16 2､28 々 ガヤー・メイリン 地局の編成を円滑に進めるように
17 3､2 々 家臣たち 収支の帳簿の報告を速やかにおこなうようにとする叱責
18 3､2 々 弟セレハワンジュル 日常の挨拶
19 3､4 々
ダルハン王
新開河の水が引いて、多くの優良農地が出現したが、一部
の旗民が漢人を密入させて農地を佃出している、漢人もそ
の白契を以て横行している。厳しく取り締まるようにとす
る嘆願書
20 3､7 々 ジャサク衙門協理 内容は上記のダルハン王にあてた書簡と同様
21 3､9 々 家臣たち 漢人の密入現象を厳しく取り締まるよう忠告。道府は何の
手もうってない、モンゴル人の牧草地がなくなり、重大な
結果を招いている
22 3､11 ウンドル王 輔国公
ソンユンオイルブ
漢人を招いたという疑いのあるこの公に、漢人の取り締ま
りを厳しくするよう注文している
23 ？ 々 慧豊寺に捧げた対聯
24 ？ ハルハのナ親王、グンサンノルブらから甘粛の仏教寺院が
回人の反乱の被害状況を報告し、それを助けるよう在京モ
ンゴル王公に呼びかけた文
25 3､13 ウンドル王 弟セレハワンジュル パンチェンの日程について
26 3､17 々 家臣たち 使用人デゲジルフの退職に関して
27 3､17 々 使用人ドーロンガー シレート・ラマが北京に来ることに関して
28 3､17 々 シレート・ラマ パンチェンの日程に関して
29 3､18 々 ガヤー・メイリン ナンタイ地局の租金を変えることに関して
30 3､19 々 家臣たち 軍馬の飼育をしっかりせよ。漢人の密入を厳しく取り締ま
るようにとする命令
31 3､19 々 弟セレハワンジュル 多くのモンゴル人がパンチェンに会うために上京している
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32 3､19 々 シレート・ラマ 頼まれたものを買っておいた
33 3､21 々 弟セレハワンジュル　 シという旅長の墓を旗内に置くが、その土地に熟地はない
か、山の風水の妨げにならないかなどを考え、呉督軍との
仲も考えよう
34 3､22 々 家臣セレンドルジ 収支報告の怠慢を批判し、催促した
35 3､27 々 家臣たち 新しい渡り船を買う、渡川費を新たに設定する。貧乏人か
らは徴収しないことなど
36 4､2 々 ジャンジャ・ホトクト パンチェンの状況について報告した
37 4､3 々 弟セレハワンジュル パンチェンの状況について報告した
38 4､3 々 隊長アルタンドワサ 鉄道西部の所属地に町を造り、兵を駐屯させ所属地として
管理する
39 4､7 々 家臣セレンドルジ 漢人が匪賊を鎮圧する時に銃を与える代わりにウンドル王
の軍隊を借りるというのは騙しの可能性があるとする意見
40 4､7 々 弟のグン 帰途の安否を尋ねた
41 4､10 々 ジャンジャ・ホトクト 頼まれたものを用意できた
42 4､17 々 弟のグン 北京滞在における諸費用、後処理など
43 4､17 々 家臣たち パンチェンに捧げるツアンバーを丁寧に用意して送るよう
に
44 4､17 々 家臣たち 密入した漢人を取り締まって、罰金を取るように
45 4､19 々 使用人リンチン 五台山に行くために20日間の休暇を与えよう。家臣使用
人たちが日頃の業務に忠実に従い、漢人の密入の係わらな
いよう慎むべき
46 4､19 々 家臣たち 家臣たちが招集した漢人をまず全員帰らせるように、隠匿
や嘘の報告をしたことに激怒した
47 4､22 々 弟セレハワンジュル 家臣たちが招集した漢人戸を厳しく取り締まるように
48 4､22 々 弟セレハワンジュル 弟の妻が亡くなった事に追悼をした
49 4､22 ウンドル王の娘 叔父セレハワンジュル 叔母の死去に悼んだ
50 4､23 ウンドル王 弟セレハワンジュル 追悼の辞
51 4､22 々 東バーリン王 北京の近況、内戦の状況、パンチェンの動向などについて
の報告
52 4､25 々 家臣セワンドルジ ジャンジャ・ホトクトに借りたお金を返済したかどうか
53 4､26 々 家臣たち 義理の妹の死去、軍の弾薬の調達など
54 4､3＊ 々 家臣たち 新開河沿岸に新たに密入した漢人を取り締まる、白契を廃
止し、漢人を追い出す。モンゴル人の熟地を元の主に返還
するように
55 4､3 々 家臣セデンドルジ 弾薬を買うことと、道府が苗地を造るために一方の土地を
出す
56 4､4 々 弟セレハワンジュル パンチェンが北京に戻った
57 4､7 々 家臣たち 道府は匪賊鎮圧のためにウンドル王の軍隊に２万発の弾を
くれた。その代わり45ムの土地を要求した
58 4､7 々 家臣たち パンチェンに捧げるツアンバーの作りが粗末、やり直しと
命じた
59 4､10 々 家臣アルダンドワサ 密入した漢人を取り締まる、白契を廃止し、漢人を追い出
す
60 4､11 々 ガヤー・メイリン 北京に400圓を送金するように
61 4､11 々 弟セレハワンジュル 40年以前に移住してきたドローン・ゲル・ノトクの人間
が不法土地売買に係わったことなど
62 4､13 々 ダルハン王 漢人の密入問題、劉鐘挙らはジャサクの印鑑を使って、逃
亡した漢人を再び招集し、苗の生えた熟地を無断で耕した
など
63 4､16 々 ジャンジャ・ホトクト 張作霖軍が北京に入り馮玉詳が張家口に逃げた。蒙蔵委員
会がモンゴル王公とパンチェンとの間の連帯を妨げている
などと訴えた
64 4､16 セレハワンジュル ジャンジャ・ホトクト 妻と息子の死去で、お経を唱えることと、残された息子リ
ンチンドルジの無事を祈る願い
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65 4､18 ウンドル王 家臣たち 北京に送金するように
66 4､20 々 家臣たち ツアンバーの粉を再び丁寧に造って送るように命令した
67 4､21 々 家臣たち 木材を買うことに関する指示
68 4､24 々 弟セレハワンジュル 帰京の安否を尋ねた
69 4､27 々 ジャンジャ・ホトクト イギリス、日本製品のボイゴット運動や内戦の状況を報告
した
〈表4〉モンゴル語のタイトルなし「③No224」中華民国十四年公文書記録帳（下巻）
No 発信日 発信者 宛先 内容概略
1 4､29 ウンドル王 協理テゲシバヤル 劉華民という人が良民の熟地を占領した、土地紛争を解決
するように促した
2 4､30 々 弟セレハワンジュル 帰郷の安否、張作霖の北京入りに関して、学生運動、政治
状況などに関する報告
3 4､30 々 弟セレハワンジュル 挨拶や子育てに関する方針を述べた
4 4､30 々 ダルハン王 劉鐘挙がモンゴル人の土地に漢人を招集したことに関して
5 4､30 々
家臣たち
40年前にドルガン・ゲル・ノトクに来たある八戸人が漢
人と共謀して大段の土地を密売しようとしている。不法な
モンゴルジン旗人らを追放するように
6 5､1 々 家臣たち モンゴル人同士の土地紛争。数人のモンゴル人が20垧の
ナムク・タリヤーを千圓で請負したがそのことの所在につ
いて解決を
7 5､2 々 チヨグドグレン・
タイジ
劉鐘挙が漢人を招集してモンゴル人の熟地を占領した
8 5､2 々 家臣たち 土地密売した者を厳罰し漢人を追放して公正な公務を行お
う
9 5､3 々 家臣たち 国から授かった表彰三枚を送る。家臣三人を表彰する
10 5､7 々 家臣たち 大照を改訂する事に関して、モンゴル人の熟地にも大照を
与えよう。漢人密入者の農地には絶対大照を与えてはなら
ない
11 5､9 々
家臣たち
パンチェンが来ている機会にナイジトインの化身を見つけ
るようダルハン王やトシエト王らと協議する。密入漢人を
追放することをやめるよう省から通告があったなど
12 5､19 々 家臣たち 漢人を追放することに関して省県と旗の駆け引きが述べら
れている
13 5､19 々 ラハランバー・ラマ パンチェンのお経を一冊モンゴル語に訳しそれをラマに
送った
14 5､20 々 家臣たち 博王旗との境界を印すオボーの確定作業を行う事に関して
15 5､22 々 ジャンジャ・ホトクト パンチェンが25日に五台山に行った
16 5､22 々 家臣たち 北京に使用人を派遣せよ
17 5､23 々 家臣たち 王府改築の建材を調達する事に関して
18 5､23 々 ジャンジャ・ホトクト パンチェンの荷物にものを入れて送った
19 5､27 々 家臣たち 北京王府の使用人の給料を払うため地局の徴収分を仕送る
よう
20 5､27 々 侍人ドーロンガー 北京に至急送金するように
21 5､28 々 ダルハン王 土地密売に係わった者を処罰することについて合意した
22 5､28 々 家臣たち 北京から二台の自転車を買って送った
23 6､1 々 ジャンジャ・ホトクト 送った食器が届いたのか。パンチェンの詩を訳した、その
他モンゴル語のお経を数冊送った
24 6､8 々 家臣たち 奉天のダルハン王府に行って、漢人佃戸の状況や地方の利
益を守るためにどう対処するかを協議、そして省府に報告
するよう
25 6､8 々 家臣たち 遼源でジャサクの代表と県側と漢人佃戸のことについて協
議中
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26 6､8 々 ダルハン王 密入漢人をウンドル王が兵を出して追い出そうとしている
と省、県の告示に書かれている。協議をせねばならない
27 6､11 々 ダルハン王 ある八戸人が漢人に広い土地を売って、その漢人が地局で
大照をもらおうとしている。このような状況は多発してお
り、取り締まりを
28 6､12 々 ジャンギ・ラシバルダ
ン
百数十戸の密入漢人に地照を与えてはならない
29 6､16 ウンドル王 家臣たち 使用人の休暇問題、軍の給料、モンゴルジン旗人を追放、
土地紛争を正確に処理するよう、密売の土地に地照を与え
てはならない
30 6､20 々 家臣たち 博王旗との境界のオボーを新たに確定するように
31 6､20 々 弟セレハワンジュル モンゴル人同士の土地紛争など
32 6､23 々 弟セレハワンジュル 興業銀行から借りた一万元を返済することに関する協議
33 6､24 々 家臣たち パンチェンにもらったグルムを次期に送る
34 6､26 々 家臣たち ダーマル・ドルジが落馬したので、代わりのダーマルを選
ぶように
35 6､26 々 家臣たち 旗民同士の土地や河川の修理に関する紛争を調停するよう
36 6､29 々 家臣たち 金銭のことについて
37 6､29 々 ダルハン王 チベットに献上する布施を北京にいるチャンサドというダ
ライ・ラマの使者に与えたらどうかとする相談
38 7､1 々 家臣たち 北京にものを送るように
39 7､10 々 弟セレハワンジュル お経を唱える事に関して
　注釈
①　 宛先のところに見られる「？」は、宛先がはっきり書かれておらず、書簡の内容に基づいて
推測したことを意味するものである。
②　日付は書簡の記述通り全て旧暦のままにした。
③　 もともとの写本には書簡毎に番号など一切振り付けられておらず、当表の番号は書簡の順番
に沿って付けたものである。
